録音する -TYPE 1( ノーマル)テープ専用 外部マイクを使う 使用上のご注意 


大切な録音を守る一誤消去防止 

ツメを折ると録音できなくなるので、誤って録音内容を消してしまう 
ミスが防げます。ツメを折っても穴をセ□八ンテープなどでふさげば 
再び録音できます。 



長時間テープをお使いのときは 

90分を越えるテープは長時間使用には便利ですが、薄く伸びやすいテー 
プです。こきざみな走行、停止、早送り、巻戻しなどを繰り返すと、テー 
プが機械に巻き込まれる場合がありますので、ご注意ください。 


エンドレスカセツトテープについて 

エンドレスカセツトテープはお使いにならないでください。機械に巻 
き込まれる場合があります。 



こんなときは_操作のしかた_ 

録音を止める_ ■まボタンを押す。_ 

録音を一時停止する IIボタンを押す。 

_もう一度押すと録音が始まる。 

電源を入/切する 電源スイッチを押す。 


ちょっと一言 

• 録音中、音量や音質を変えても録音される音は変わりません。 

• 手順3で參ポタンを押したあとに AM 放送に雑音がある場合、モードボタンで 
ISS (干渉抑制スイッチ)を選択すると雑音を軽減できます。 

• 安定した状態で録音するために、録音時には家庭用電源に接続してお使いくだ 
さい。 

• 録音した音を消去するには 
1電源スイッチを押して電源を入れる。 

2音を消したいテープを入れる。 


マイクで話す/拡声する 

1ミキシングマイク端子にマイク(別売)をつなぐ。 

マイクに電源スイツチがあれば電源を入れます。 



2 電源スイッチを押して電源を入れる。 

3 マイクに向かって話す。 

4 音量+またはーポタンを押して音量を調節する。 


マイクミキシングする 

CD、 ラジオ、テープなどバックになる音に合わせて、マイクで話した 
り、歌ったりできます。5キシングした音の録音もできます。 

1ミキシングマイク端子にマイク(別売)をつなぐ。 

マイクに電源スイッチがあれば_源を入れます。 

2 電源スイッチを押して電源を入れる。 

3 パックになる音 ( CD 、 ラジオ、テープ)を出す。 

4 マイクに向かって話したり、歌ったりする。 

5 音量+またはーポタンを押して音量を調節する。 

マイクで話した声やミキシングした音を録音するには 

1ミキシングマイク端子にマイク(別売)をつなぐ。 

マイクに電源スイッチがあれば電源を入れます。 

2電源スイッチを押して電源を入れる。 

3 録音用カセットを入れる。 

4 バックになる音 (CD、 ラジオ)を出す(ミキシングしたい場合)。 

5 •ボタンを押す。 

ご注意 

• エコー内蔵のマイクは「ピーッ」という音(八ウリング)を起こしやすいので、音 
量を小さくしてお使いください。 

• マイクを使っているときに八ウリングが出たら、マイクの頭をスピーカーと違 
う方向へ向けてください。 

• フアンクシヨンが 「 CD 」 になっていると、電源を入れた直後や CD を挿入したと 
きに CD の情報を読み込みます。この間(約10秒間)は、マイクの音がスピーカー 
から聞こえません。 


好みの音質で聞く 


重低音を楽しむには 


置き場所について 

本機やカセットテープ、 CD 等を次のような場所には置かないでください。 

• 磁石やスピーカーのすぐそばなど、磁気を帯びたところ 
• テレビの近く 

取り扱いについて 

• CD ぶたを開けたまま放置しないでください。内部にゴ S やほこりが入り、故 
障の原因になることがあります。 

• 本機のスピーカーには強力な磁石を使っていますので、次のようなものは本機 
のそばに置かないでください。 

一時計 

ークレジットカードなどの磁気カード 
一カセットテープ、ビデオテープなどの磁気テープ 
•カセットデッキを長い間使わなかったときは、数分間再生状態にして、ならし 
運転をしてください。よい状態でお使いいただけます。 

CD - R / CD - RW について 

• 本機は、 CD-DA フォーマッ ト*で記録された CD-R (レコーダプル)と CD-RW (リ 
ライタブル)ディスクを再生することができます。ただし、ディスクや記録に 
使用したレコーダーの状態によっては再生できない場合があります。 

• CD-DA は、 Compact Disc Digital Audio の略で、一般才ーディオ CD に使用 
されている、音楽収録用の規格です。 

著作権保護技術付音楽ディスクについて 

• 本機は、コンパクトディスク ( CD ) 規格に準拠した音楽ディスクの再生を前提 
として、設計されています。最近、いくつかのレコード会社より著作権保護を 
目的とした技術が搭載された音楽ディスクが販売されていますが、これらの中 
には CD 規格に準拠していないものもあり、本機で再生できない場合がありま 
す。 

DualDisc について 

• DualDisc とは DVD 規格に準拠した面と、音楽専用面とを組み合わせた新しい 
両面ディスクです。尚、この音楽専用面はコンパクトディスク ( CD ) 規格には 
準拠していないため、本製品での再生は保証致しません。 

CD の取り扱いかた 

• 文字の書かれていない面(再生面)に触れないように持ちます。 

• 紙やシールなどを貼ったり、傷つけたりしないでください。 



• 長時間再生しないときは、ケースに入れて保存してください。ケースに入れず 
に重ねて置いたり、ななめに立てかけておくとそりの原因になります。 

• 本機では円形ディスクのみお使いいただけます。円形以外の特殊な形状(星形、 
八一卜形、力ード型など)をしたディスクを使用すると、本機の故障の原因と 
なることがあります。 

CD のお手入れのしかた 

• 指紋やほこりによる CD の汚れは、音質低下の原因になります。いつもきれい 
にしておきましよう。 

• ふだんのお手入れは、柔らかい布で CD の中心から外の方向へ軽く拭きます。 



• 汚れがひどいときは、水で少し湿らせた布で拭いたあと、さらに乾いた布で水 
気を拭き取ってください。 

•ベンジンやレコードクリーナー、静電気防止剤などは、 CD を傷めることがあ 
りますので、使わないでください。 


MEGA BASS ポタンを押す。 

「MEGA BASS」 が表示されます。 


3テープボタンを押す。 
4 •ボタンを押す。 


通常の音質に戻すには、もう一度 MEGA BASS ボタンを押します。 


故障かな？と思ったら 主な仕様 


SONY 


4-174-567-02(1) 


本機が正しく動作しないときは、下記の項目をチェックしてください。 

それでも正しく動作しないときは、ソニーの相談窓口またはお買い上げ店にお問 
い合わせください。 


读通1 

電源が入らない。 

• 電源コードを ACIN 端子とコンセン 
卜にしっかり差し込む。 

• 乾電池を正しく入れる。 

• 乾電池が消耗していたら、すべて新 
しいものと交換する。 


• テレビの近くで AM 放送を受信する 
と、 AM 放送に雑音が入ることがあ 
ります。また室内アンテナを使用し 
ているテレビの近くで、本機で FM 
放送を聞くと、テレビの画像が乱れ 
ることがあります。このようなとき 
は、本機をテレビから離してくださ 
い0 


音が出ない。 

• 音量を調節する。 

• へッドホンを0(へッドホン)端子か 
ら抜く。 

雑音が入る。 

• 近くで携帯電話などの電波を発する 
機器を使用している—携帯電話など 
を本機から離して使用する。 

[ CDSB 1 

再生が始まらない。 

CD が入っているのに red - -」が 

表される。 

• CD が裏返し—文字のある面を上に 
する。 

• CD の汚れがひどい—クリーニング 
する。 

• レンズに露(水滴)がついている-^ 
CD を取り出して CD ぶたを開けたま 
ま1時間くらい置く。 

• フアイナライズ処理(通常の CD プ 
レーヤーで再生できるようにする処 
理)をされていない CD - R / CD-RW 
ディスクは再生できません。 

• CD - R / CD - RW では、ディスクや記 
録に使用したレコーダーの状態に 
よって再生できない場合がありま 
す 。 

• CD - R / CD - RW に何も録音されてい 
ない0 

• 乾電池が消耗していたら、すべて新 
しいものと交換する。 

音がとぶ。 

• 音量を下げる。 

• CD の汚れがひどい—クリーニング 
する。 

• 振動のない場所に置く。 

• CD に傷がある— CD を取り換える。 

• CD - R / CD - RW では、ディスクや記 
録に使用したレコーダーの状態に 
よって、再生された音がとんだり、 
雑音が入ることがあります。 

I ラジオ部 I 

FM 受信時ステレオにならない。 

•モードボタンを押して、 「 St 」 を表示 
させる。 

• ステレオ放送のときのみステレオで 
聞くことができます。 

雑音が入る。 

• FM ステレオ放送を受信していると 
きは、受信状態によっては雑音が多 
くなります。 

• 乾電池が消耗していたら、すべて新 
しいものと交換する。 


厂テープ部1 

操作ポタンを押してもテープが動 

かない。 

• カセットぶたをきちんと閉める。 

前の録音が完全に消えない。 

• 消去へッドをクリーニングする。 

• 乾電池が消耗していたら、すべて新 
しいものと交換する。 

• TYPE II (八イポジション )、 TYPE IV 
(メタル)テープを使っている—録音 
できるテープは TYPE I (ノーマル)の 
みです。 

録音ができない。 

• カセットを正しく入れる。 

• デッキに入れたカセットのツメが折 
れていたら、穴をセ□八ンテープな 
どでふさぐ。 

►►または ◄◄ ボタンが解除され 

ない0 

• テープを巻き終えたら、■仝ボタン 
を押してください。 

雑音が多い。音質がよくない。 

• へッドが汚れている—市販の綿棒や 
柔らかい布にクリーニング液を軽く 
含ませて、下図に示されているテー 
プが触れる面を軽くふく。 

• へッ ドが磁化されている—市販の 
へッドイレーサーを使ってヘッドを 
消磁する。 



音が歪む。 

• TYPE II (ハイポジション)または 
TYPE IV (メタル)テープはお使いに 
なれません 。 TYPE I (ノーマル)テー 
プをお使いください。 


CD プレーヤー部 

型式 コンパクトディスクデジタ 

ルオーディオシステム 

チャンネル数 2チヤンネル 

ワウ•フラックー測定限界以下 ( JEITA *) 

周波数特性 20 Hz - 20,000 Hz +1/ 

-2 dB ( JEITA ) 

ラジオ部 

受信周波数 FM : 76.0 MHz - 90.0 MHz 

AM : 531 kHz - 1,710 kHz 

アンテナ FM : □ッドアンテナ 

AM : フェライトパーアン 
テナ内蔵 

カセットデッキ部•共通部 

トラック方式 4トラック2チャンネル 

スピーカー フルレンジ :8 cm 、 

コーン型4〇、2個 

早巻き時間 約 2.5 分(ソニーカセット 

テープ C -60 使用） 

周波数範囲 TYPE I (ノーマル)カセット 

80 Hz - 10,000 Hz ( JEITA ) 

入力端子 マイク5キシング(ミニ 

ジャック ）1 個 
最小入カレベル 2.45 mV 
□—インピーダンスマイク 
用(入カインピーダンス 
10 kQ ) 

出力端子 へッドホン(ステレオミニ 

ジャック ）1 個 
負荷インピーダンス 
160 - 320 

実用最大出力 1.7 W + 1 .7 W 0 EITA /4 Q ) 


電源 本体用： 

家庭用電源 ( AC 100 V 
50 Hz /60 Hz ) 

単2形乾電池6個使用 
(DC 9 V ) 


消費電力 13 W 

電池持続時間 


使用乾電池ソニーニュー 

ソニー 


スーパー 

アルカリ 

測定条件 \ 

、 R 14 P 

LR 14 

テープ再生時** 
( JEITA ) 

約 2.5 時間 

約13時間 

FM 録音時 
( JEITA ) 

約 4.5 時間 

約19時間 

CD 再生時** 
( JEITA ) 

約1時間 

約8時間 


* JEITA (電子情報技術産業協会)規格による 
測定値です。 

^音量4分目程度 


最大外形寸法 365 mm x 134 mm x 

230 mm 

(幅 x 高さ x 奥行き） 
(最大突起部含む) ( JEITA ) 
質量 本体約 2.4 kg 

ご使用時約 2.9 kg (乾電 
池、 CD 、 テープ含む） 
付属品 電源コード (1 )、取扱説明 

書•保証書(1)、安全のた 
めに（1)、ソニーご相談窓 
口のご案内 （1) 

本機の仕様および外観は、改良のため予告な 
く変更することがありますが、ご了承くださ 
い。 


保証書とアフターサービス 


保証書 

•所定事項の記入および記載内容をお 
確かめのうえ、大切に保存してくだ 
さい。 

•保証期間は、お買い上げ日より1年 
間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう一度ご覧になってお 
調べください。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの相談窓口またはお買い上げ店 
にご相談ください。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させ 
ていただきます。詳しくは保証書をご 
覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合 
は、ご要望により有料修理させていた 
だきます。 

部品の保有期間について 

当社では CD ラジオカセツトコーダー 
の補修用性能部品(製品の機能を維持 
するために必要な部品)を、製造打ち 
切り後6年間保有しています。 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sonv.co.jp/support 


フリーダイヤル . 0120-333-020 

携帯電話 ‘ PHS — 部の IP 電話 •• 0466-31-251 1 

フリーダイヤル . 0120-222-330 

携帯電話 _ PHS ■—部の IP 電話… 0466 -31-2531 

※取扱説明書•リモコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください。 

FAX (共通）01 20-333-389 


左記番号へ接続後、 
最初のガイダンスが 
流れている間に 

「3 0 4J +「#J 

を押してください。 
直接、担当窓口へ 
おつなぎします。 


ソニー株式会社〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7-1 


CD ラジオカセツトコーダー 


取扱説明書•保証書 

CFD-S05 

お買い上げいただきありがとうございます。 

A 巷奪とヒ1電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 

US'S cnj 火災や人身事故になることがあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 

この取扱説明書と別冊の「安全のために」をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


©2010 Sony Corporation Printed in China 圆 llll__llll 画 










3 ボタンを押す。 

リビート再生をやめるには 

停止中にモードボタンを繰り返し押して「$」表示を消します。 



安全のために 


機器を本箱や組み立て式キャビネットのような通気が妨げられ 
る狭いところに設置しないでください。 

火災や感電の危険をさけるために、本機を水のかかる場所や湿 
気のある場所で使用しないでください。 

本機は容易に手が届くような電源コンセントに接続し、異常が 
生じた場合は速やかにコンセントから抜いてくださし)。通常、 
本機の電源を切っただけでは、完全に電源から切り離せませ 

f\)o 

本機の上に花瓶などの水の入ったものを置かないでください。 
本機の上に、例えば火のついた□ーソクのような、火災源を置 
かないでください。 

付属の電源コードセットは、本機専用です。他の電気機器では 
使用できません。 

機銘版は、本機の底面に貼ってあります。 

ご注意 

この装置に対し光学機器を使用すると、目の危険を増やすことになりま 
す。 

レーザーの仕様 

• 放射時間:連続 
• レーザー出力: 44.6 A / W 未満 

この出力値は、 7 mm の開口部にて光学ピックアップブロックの対物レ 
ンズ面より200 mm の距離で測定したものです。 


電源を準備する 


録音するときは、電力消費量が大きいため、家庭用電源でお使いください。 


電源コードを接続する 


本機の AC IN 端子に差し込んだあと、壁のコンセントへ差し込んでください。 



^コンセントへ 



ACIN へ 


乾鼋池を使用する 


単2型乾電池6個(別売り）を入れてください。乾電池でお使いになるときは、電 
源コードは抜いてください。 

乾電池の交換について 

乾電池のみで使用中、乾電池が消耗してくると電源/電池ランプが暗くなった 
り、自動的に電源が切れたりします。すべて新しい電池に交換してください。 

ご注意 

乾電池を出し入れするときは、 CD を取り出しておいてください。 CD ぶたの中で CD がず 
れて傷つ < おそれがあります。 


各部のなまえ 


録音 再生* 巻戻し 早送り 停止/開一時 


テープ ボタン 
電源スイッチ| 


~裏面 

k ッドホン端子 
(ステレオミニ） 

>- 


■才一トプリセット * FM 、 AM ボタン 


=音量十*、ーボタン 

-プリセツト+、 -• 

► W 曲送り/早送り • 

I ◄◄曲戻し/早戻しボタン 


*凸点がついています。操作の 
目印としてお使いください。 


モードボタン_ 

表示切替/決定* ミキシング表宗窓 

メモリーボタン マイク端子 

選局+、-ボタン電源/電池ランプ 

►■■再生/一時停止ボタン 


メガ ペース 

MEGA BASS ボタン 


■停止ボタン 


録音についてのご注意 

• 録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをして 
ください。 

• CD ラジオカセットコーダーの不具合により録音されなかった場合 
の録音内容の補償については、ご容赦ください。 


ちょっと一言 

へッドホンで聞くときは、へッドホンを裏面にある0(へッドホン)端子につないでください。 


あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、 
著作権法上、権利者に無断では使用できません。 







こんなときは 

操作のしかた 

音量を調節する 

音量+、_ボタンを押す。 

表示窓に rvou が表示されます。 

再生を止める 

■ボタンを押す。 

再生中に一時停止する 

ボタンを押す。 

もう一度押すと再生が始まる。 

次の曲へ進む 

ボタンを押す。 

曲の頭に戻る 

I ◄◄ボタンを押す。 

曲を聞きながら聞きたい部分を 
探す 

再生中にまたは!◄◄ボタンを押し 
たままにする。 

表示窓の再生時間を見ながら聞き 
たい部分を探す 

一時停止中にまたは! ◄◄ ボタンを 
押したままにする。 

CD を取り出す 

全押す開/閉を押す。 

電源を入/切する 

電源スイッチを押す。 


ちょっと一言 

• 前回再生を停止した曲番より再生されます（レジューム再生)。停止中は再生中 
の曲香が表示されます。 

• CD 停止中に■停止ボタンを押してレジューム再生をキャンセル (1 曲目の始め 
より再生)できます。 

ご注意 

CD 再生中は CD ぶたを開けないでください。 


表示窓を見る 

CD の全曲数と全再生時間を調べるには 

CD 停止中には1回、再生中には2回、■ボタンを押す。全曲数、全再生 
時間の順に表示されます。表示切替/決定ボタンを押して全曲数を再 
確認できます。 

CD 再生中に曲番を調べるには 

CD 再生中に表示切替/決定ボタンを押す。 


リ悠レ固人 


(リビート再生） 


電源スイッチを押して電源を入れる。 
CD ポタンを押す。 


以下の操作をする。 

U ピートの種類 

1曲だけ繰り返す 


全曲を繰り返す 


順不同に繰り返す 


プログラムした曲順で 
繰り返す 


1停止中にモードボタンを押して1」を表 
示させる。 

2 または!◄◄ボタンを押して曲を選ぶ。 

3 ボタンを押す。 

1停止中にモードボタンを押して 「 C ^」 を表示 
させる。 

ボタンを押す。 

1停止中にモードボタンを押して 「 SHUF 」「 c ^」 
を表示させる。 

ボタンを押す。 

1停止中にモードボタンを押して 「 PGM 」 「5：」 
を表示させる。 

2プログラムする（「プログラム再生」の手順4 
参照)。 
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電源スイッチを押して電源を入れる。 

FM または AM ポタンを押す。 

FM または AM ポタンを約2秒間押したままにして、 「 Auto 」 
を表示窓に点滅させる。 


オートブ u セツト 



4 表示切替/決定ポタンを押す。 

プリセット番号の1香から順に、周波数の低い局から高い局へ受信 
状態の良い局が自動的に記憶されます。 

電波が弱くオートプリセットで記憶できなかった局があるときや、 
特定のプリセット番号に記憶させたいときは 

1電源スイッチを押して電源を入れる。 

2 FM または AM ボタンを押す。 

3 選局+またはーボタンを押して、記憶させたい放送局を受信する。 

4 メモリーボタンを、プリセット番号が点滅するまで約2秒間押したま 
まにする。 

5 プリセット+またはーボタンを押して、記憶させたいプリセット番 
号を選ぶ。 

6 表示切替/決定ボタンを押す。 

新しい局を記憶すると、同じプリセット番号に記憶されていた前の 
局は消えます。 

ちょっと一言 

記憶させた放送局は、電源コードを抜いたり、乾電池を取り出したりしても消え 
ません。 

記憶させた放送局を聞く 

1 FM または AM ポタンを押す。 

2 プリセット+またはーポタンを押して聞きたい局のプリ 
セット番号を選ぶ。 


表示窓を見る 

ラジオ受信中にプリセツト番号を調べるには 

記憶させた局の放送中に表示切替/決定ボタンを押す。 


放送局を記憶させる 

受信状態の良い放送局を自動的に記憶させ、次からは記憶させた番号 
(プリセツト番号)でその局を選ぶことができます。 FM 20 局、 AM 10 局 
で、合計30局まで記憶できます。 


CD ボタンを押す。 

停止中にモードボタンを押して 「 PGM 」 を表示させる。 

聞きたい順にまたは!◄◄ポタンを押して曲番を選び v 
表示切替/決定ポタンを押す。 

20曲までプログラムすることができます。 


選んだ曲番 


TRACK STFP 、 \ | /〆 

fri illri H 

—u 」 lu di-^- 


プログラムでの曲順 


CD ポタンを押す。 

停止中にモードポタンを押して rSHUF 」 を表示させる。 

►■■ポタンを押す。 

再生が始まります。 


5 ポタンを押す。 

プログラムした順に再生が始まります。 

プ□グラム再生をやめるには 

モードボタンを繰り返し押して 「 PGM 」 を消します。 

曲順を確認するには 

停止中に表示切替/決定ボタンを押します。押すたびに、プログラム 
した順で曲香が表示されます。 

プ□グラムを変更するには 

再生前には1回、再生中には2回、■ボタンを押して現在のプログラム 
を消してから、プログラムし直します。 

ちょっと一言 

• 21曲以降の曲をプログラムすると、 「 FULL 」 が表示されます。 

• プログラム再生が終わっても、作ったプログラムは残っています。ボタン 
を押すと同じプログラムをもう一度聞くことができます。 CD ぶたを開けると 
プログラムの内容は消えます。 

•プログラム再生を録音するには、プログラムを作ってから、録音用カセツトを 
入れ、•ボタンを押して録音を始めます。 

• レジューム再生はシャッフル再生やプログラム再生時使用できません。 


シャッフル再生をやめるには 

モードボタンを繰り返し押して 「 SHUF 」 を消します。 

聞きたい曲を好きな順に聞ぐ プ ログラム再生） 

1電源スイッチを押して電源を入れる。 


順不同に聞く (シャッフル再生） 

1電源スイッチを押して電源を入れる。 


テーフを聞く- TYPE ■ (ノーマル)テープ専用 



こんなときは_操作のしかた_ 

音量を調節する 音量+、ー ボタンを押す。 

_表示窓に rvou が表示されます 0 _ 

再生を止める ■仝ボタンを押す。 

早送りや巻戻しをする ►►または◄◄ボタンを押す。 

再生中に一時停止する II ボタンを押す。 

_もう一度押すと再生が始まる0 _ 

カセツトを取り出す ■仝ボタンを押す。 

電源を入/切する 電源スイツチを押す。 

ご注意 

テープを巻き終えたら、■仝ボタンを押してください。■全ボタンを押さないと、 
►►または◄◄ボタンが解除されません。 


次のページへつづく 
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